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宮城県版
第三者認証GAP導入ガイド



取り上げた理由

【背景】

・国の「食料・農業農村基本計画」において，GAPの普及・拡大を

推進することとしている

・「みやぎ食と農の県民条例基本計画」「みやぎ園芸特産振興戦略

プラン」でGAPの取組みを普及させることを目指している

・オリパラの食材調達基準としてJGAP，ASIAGAP，GROBALG.A.P.

認証が定められている

→今後，第三者認証GAP取得を目指す経営体の増加が見込まれる

【目的】「第三者認証GAP導入ガイド」の作成

・GAP取得によって得られたメリットや

継続効果，課題の明確化

・GAP取得に向けた管理ポイント

GAP普及
・推進を支援



「第三者認証GAP導入ガイド」掲載項目

指摘の多いリスク評価に
関する方法の他，ＧＡＰ取
得に向けた流れ，管理点
チェック表と各GAPの比較，
掲示物様式などの情報を掲
載

ＧＡＰ取得によって得られた

メリットや継続効果等について，
経営者・被雇用者の両者から
の調査結果を掲載

※農業改良普及指導員等と経営者が

確認しながら活用することを想定



１．ＧＡＰ認証取得までの流れ

ＧＡＰ認証取
得に向けて
実施する内
容と目安と
なる期間を
掲載

実施する内
容と「導入ガ
イド」の対応
項目を連動

掲載内容



3ｰ４．第三者認証ＧＡＰ管理点チェック表

管理点項目
が「必須」「重
要」「努力」

のいずれかわ
かり，達成状
況をチェックで
きる

掲載
チェック表

・ＪＧＡＰ
2016(青果物)

・ＡＳＩＡＧＡＰ
ver2.2(青果物)

・ＧＬＯＢＡＬ
Ｇ．Ａ．Ｐ．

5.2版（青果物）



4. ＧＡＰ認証に必要な書類（例）

掲載
書類例

・ＪＧＡＰ
2016(青果物)

・ＡＳＩＡＧＡＰ
ver2.2(青果物)

・ＧＬＯＢＡＬ
Ｇ．Ａ．Ｐ．

5.2版（青果物）

管理点に応じ
た必要書類の
例と内容，レ
ベル（重要度）
を掲載



5-1. リスク評価の方法

リスク評価の
ポイントと計
算方法を解説

リスク評価の
事例。発生頻
度と危害の重
大さを数値化
し，乗じた数
値を「リスクの
大きさ」とする



5-3. リスク評価表

掲載
評価表例
【施設トマト】

作業段階ごとの
リスク評価
（１）生産
（２）収穫から輸送
（３）調製・出荷

・作業工程ごと
に危害要因を考
えリスクの種類
と大きさを決め
る

・どのような対
策をとるか記載
する。

・自己点検も同
時に記録できる



7. 普及に移す技術（H29,H30）

・ガイド作成に
当たり実施した
調査結果を紹
介

・Ｈ２９とＨ３０に
「普及に移す技
術」として発表し
ている



問い合わせ先

宮城県農業・園芸総合研究所情報経営部

Mail：marc-jh@pref.miyagi.lg.jp

Tel：022-383-8120

利活用の留意点
・平成29～31年度に県内外の個別認証経営体13経営，団体

認証３団体等を対象に調査した結果を基に作成している

・当ガイドは表計算ソフト（Excel）を活用し，第三者認証

GAP（JGAP，ASIAGAP，ＧLOBALG.A.P.）の管理点適合
チェック等を設定している
※基準書の引用については各スキームオーナーより承諾をえている

・下記問い合わせ先より入手可能


